
東播都市計画下水道の変更について  

 

１　変更理由  

西脇市の公共下水道は、昭和 55年１月に都市計画決定されて以来、 

公共用水域の水質保全、生活環境の改善及び浸水被害の減少を図る

ための整備促進を努めてきたところである。 

本市の公共下水道（汚水）は、加古川上流流域関連公共下水道事

業として整備を進めてきた。  

現在は、施設整備が完了していることから、施設の改築・更新を

すると共に、平成 22年度に策定した「統合基本計画」に基づき、令

和８年度の農業集落排水施設の統廃合事業完了に向けて事業を進め

ている。  

令和２年度に策定した「西脇市流域関連公共下水道全体計画」で

は、民間開発予定区域４地区を下水道（汚水）区域として追加して

いる。 

今回の都市計画変更では、この４地区のうち、近々の開発等が予

定されている平野町の一部（約５ ha）、高松町の一部（約５ha）と

合山町の一部（約７ ha）を排水区域（汚水）として追加するもので

ある。 

 

２　排水区域  

別添の変更前後対照表参照  

　　別添の総括図参照  

資料２



 

変更前後対照表 

 
 

内　容 項目 変　更　前 変　更　後 備　考

 

1.下水道の名称 西脇市公共下水道 西脇市公共下水道 変更なし

 

2.排水区域

汚水

加古川上流処理区 

（分流式） 

約1,750ha

加古川上流処理区 

（分流式） 

約1,767ha

約17ha増

 

雨水 約890ha 約890ha 変更なし

 

3.下水管渠 汚水
幹線数 　  1本 

幹線延長約1,890m

幹線数     1本 

幹線延長約1,890m

変更なし 

変更なし

 

4.その他の施設
雨水 

ポンプ場

1箇所 1箇所 変更なし

 

戒町雨水ポンプ場 戒町雨水ポンプ場 変更なし



合山町 約７ha

平野町 約５ha

高松町 約５ha


